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令和４年度  第６回佐倉市子育て支援推進委員会  会議録  

 

会 議 名 称  令 和 4 年 度  第 6 回 佐 倉 市 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会  

開 催 日 時  令 和 4 年 12 月 16 日 (金 )  午 後 １ 時 15 分 ～ 午 後 2 時 30 分  

開 催 場 所  佐 倉 市 役 所  社 会 福 祉 セ ン タ ー ３ 階 中 会 議 室  

出 席 者 等  

● 委 員 

早 坂 委 員 長 、 斉 藤 副 委 員 長 、 泉 委 員 、 本 間 委 員 、  

宇 梶 委 員 、 荒 井 委 員 、 桑 原 委 員 、 中 川 委 員 、 伊 藤 (幸 )委 員 、  

黒 木 委 員  

● 事 務 局  

上 野 課 長 、藤 崎 副 主 幹 、清 野 副 主 幹 、鈴 木 副 主 幹 、横 田 主 任 主

事 、中 野 主 事 、ダ ド バ ン ド 主 査 、岡 本 主 査 、井 上 主 査 、近 田 副

主 幹 、 田 中 所 長 、 樋 口 指 導 主 事 、 曽 田 副 主 幹 、 照 井 主 査 、  

包 國 主 任 主 事  

会 議 議 題  

（ 1） 第 2 期 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て  

（ 2） 幼 稚 園 、 保 育 園 、 認 定 こ ど も 園 と 小 学 校 と の 連 携 に つ い て  

（ 3） そ の 他  

 

【 １  開 会 】  

 

【 ２  議 題 等 】  

⚫  議 題 1  第 2 期 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て  

⚫  議 題 2  幼 稚 園 、 保 育 園 、 認 定 こ ど も 園 と 小 学 校 と の 連 携 に つ い て  

⚫  議 題 3  そ の 他  

 

【 ３  閉 会 】  
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議 題 １  第 2 期 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て  

（ 事 務 局 ）  

【 資 料 1 を 用 い て 、 現 行 計 画 の 修 正 箇 所 に つ い て 説 明 】  

今 回 の 現 行 計 画 の 修 正 点 は 、 大 き く 2 点 で あ る 。  

⚫  1 点 目 ： 第 4 章 ： 教 育 ・ 保 育 施 設 に 係 る 量 の 見 込 み と 確 保 量 に つ い て  

⚫  2 点 目 ： 第 4 章 ： 地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 に 係 る 量 の 見 込 み と 確

保 量 に つ い て  

 

ま ず 、 教 育 ・ 保 育 の 提 供 つ い て で あ る 。  

計 画 策 定 時 で あ る 令 和 元 年 度 に 実 施 し た ニ ー ズ 調 査 の 結 果 等 を 踏 ま え

て 、 ど の 程 度 の 定 員 数 が 必 要 な の か 。  

そ れ に 対 し て ど の よ う に 確 保 を す る の か 。 施 設 整 備 の 規 模 な ど を 計 画 し

た も の で あ る 。  

今 回 の 見 直 し で は 、 令 和 元 年 度 か ら 令 和 4 年 度 に つ い て は 、 実 績 値 を 入

力 し 、 令 和 5 年 度 及 び 令 和 6 年 度 支 給 認 定 区 分 ご と の 実 績 値 と 当 初 計 画

値 が 乖 離 し て い る 場 合 や 、 確 保 内 容 に つ い て 変 動 が 生 じ て い る も の に つ

い て は 、 実 態 に 合 わ せ る よ う 修 正 を 反 映 し て い る 。  

見 直 し 後 の 計 画 に つ い て も 、 量 の 見 込 み に 対 す る 確 保 量 に 不 足 は 生 じ

て い な い こ と か ら 、 十 分 な 確 保 が で き て い る 。  

 

次 に 、 地 域 ・ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 に つ い て 。  

地 域 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 と は 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 子 育 て 支 援 に 関

す る 事 業 で あ る 。  

前 回 提 示 し た 資 料 か ら の 修 正 事 項 に つ い て 説 明 す る 。  

 

⚫  1 点 目 ： 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 に つ い て （ ｐ 18）  

地 区 別 学 童 保 育 所 の 定 員 数 、登 録 者 数 、平 均 利 用 人 数 に つ い て で あ る が 、

学 童 保 育 所 の 提 供 区 域 は 、小 学 校 区 域 に 合 わ せ 、23 区 域 と し て い る と こ

ろ 、 本 表 で は 5 圏 域 で の 記 載 と な っ て い た た め 、 提 供 区 域 に 合 わ せ て ２

３ 区 域 と し て 記 載 す る よ う 修 正 を し て い る 。  

 

⚫  2 点 目 ： 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 に つ い て （ ｐ 64）  

前 回 会 議 に て 見 学 い た だ い た 「 夢 咲 く ら 館 」 で は 、 令 和 5 年 ３ 月 よ り 、

佐 倉 市 子 育 て 交 流 セ ン タ ー を 設 置 し 、 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 、 利 用 者

支 援 事 業 の 機 能 を 持 つ 施 設 と し て 整 備 す る 。 そ の た め 、 令 和 4 年 以 降 の

「 量 の 見 込 み と 確 保 量 」 を 修 正 し て い る 。  

見 直 し 後 の 計 画 に つ い て も 、 量 の 見 込 み に 対 す る 確 保 量 に 不 足 は 生 じ

て い な い こ と か ら 、 十 分 な 確 保 が で き て い る 。  
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⚫  3 点 目 ； 利 用 者 支 援 事 業 に つ い て （ ｐ 70）  

地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 で の 説 明 と 重 複 す る が 、 佐 倉 市 子 育 て 交 流 セ ン

タ ー を 設 置 し 、 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 、 利 用 者 支 援 事 業 の 機 能 を 持 つ

施 設 と し て 整 備 す る こ と か ら 、 量 の 見 込 み と 確 保 量 を 修 正 し て い る 。  

 

 

（ 事 務 局 ）【 子 ど も の 貧 困 対 策 計 画 の 修 正 箇 所 に つ い て 説 明 】  

主 に 前 回 の 会 議 か ら の 修 正 事 項 に つ い て 、 説 明 す る 。  

 

「 7 子 ど も の 貧 困 対 策 に 関 す る 施 策 の 展 開 に つ い て （ P105）  

前 回 ま で の 会 議 に お い て 、 計 画 に も う 少 し 具 体 性 が あ る と 良 い と い う

意 見 も あ っ た こ と か ら 、「 重 点 」 と し て の 取 り 組 み を 掲 載 し た 。  

ま た 、 佐 倉 市 の 取 り 組 み の 状 況 に つ い て 、 方 向 性 と デ ー タ を 掲 載 し て

い る 。 こ ち ら に つ い て は 、 子 ど も の 貧 困 対 策 を 進 め て い く う え で 、 状 況

を 見 る 一 つ の 目 安 や 手 が か り と い っ た イ メ ー ジ で 掲 載 を し た 。   

  

ま ず 、 教 育 の 支 援 で あ る が 、 学 校 に お け る 教 育 相 談 の 充 実 の 観 点 か ら

「 ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル ワ ー カ ー の 対 応 件 数 」、学 校 外 に お け る 学 習 支 援 の

充 実 の 観 点 か ら 「 学 習 支 援 施 設 数 」 を 掲 載 し て い る 。 ス ク ー ル ソ ー シ ャ

ル ワ ー カ ー の 配 置 に つ い て は 、 千 葉 県 の 事 業 で は あ り ま す が 、 増 加 さ せ

る こ と を 目 標 と し て 千 葉 県 の 貧 困 対 策 推 進 計 画 に も 記 載 が あ る こ と か

ら 、 デ ー タ と し て 掲 載 し て い る 。  

 

次 に 生 活 の 支 援 に つ い て 。 こ ち ら は 保 護 者 の 生 活 支 援 の 観 点 か ら 「 生

活 困 窮 者 自 立 支 援 事 業 の 支 援 プ ラ ン の 決 定 件 数 」、子 ど も の 生 活 支 援 の 居

場 所 作 り な ど の 観 点 か ら 「 市 内 子 ど も 食 堂 の 数 」 を 掲 載 し た 。  

 

続 い て 、 保 護 者 の 就 労 ・ 経 済 的 支 援 に つ い て 。 ま ず 保 護 者 に 対 す る 就

労 支 援 と し て「 ひ と り 親 に 対 す る 就 業・ス キ ル ア ッ プ 支 援 数 」、経 済 的 な

支 援 と し て の 各 種 手 当 の 適 切 な 支 給 と い う 観 点 か ら 「 児 童 扶 養 手 当 の 受

給 率 」 を 掲 載 し て い る 。 受 給 率 は 、 受 給 資 格 が あ る 世 帯 の 中 で 実 際 に 受

給 し て い る 世 帯 の 割 合 と な っ て い る 。  

 

 

最 後 に 支 援 に つ な ぐ 体 制 整 備 で あ る が 、児 童 虐 待 、DV に 関 す る 相 談 ・

対 応 の 目 安 と し て 、「 家 庭 児 童 相 談 件 数 」 を 挙 げ て い る 。  
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ま た 、 ｐ 108 の 支 援 に つ な ぐ 体 制 整 備 に つ い て は 、 前 回 ま で の 会 議 に

お い て は 、（ 1） 相 談 窓 口 の 充 実 、（ 2） 支 援 人 材 の 育 成 、（ 3） 連 携 体 制 の

構 築 、（ 4） 社 会 全 体 で の 子 ど も の 支 援 の 4 つ に 分 け て い た 。  

こ の う ち 、（ 3）連 携 体 制 の 構 築 と（ 4）社 会 全 体 で の 子 ど も の 支 援 に つ い

て 、 内 容 や 取 り 組 み が 同 様 の も の が 多 か っ た た め 、 1 つ に ま と め る こ と

と し た 。  

こ の う ち（ 3）連 携 体 制 の 構 築 に つ い て は 、社 会 全 体 で の 子 ど も の 支 援

と 連 携 体 制 の 構 築 と し 、「 困 難 な 状 況 に あ る 子 ど も の 早 期 発 見 や 支 援 が 届

き に く い 子 ど も や 家 庭 に 対 し て も ア プ ロ ー チ で き る よ う に 、 常 に 子 ど も

と 接 し て い る 機 関 や 団 体 、 福 祉 、 教 育 、 医 療 に 関 す る 関 係 機 関 の 連 携 体

制 を 構 築 し 、社 会 全 体 で 子 ど も を 支 援 し て い く 体 制 を 推 進 し ま す 。ま た 、

こ の よ う な 取 組 み や 既 存 の 制 度 及 び 施 策 等 に つ い て 、積 極 的 に 情 報 収 集 、

発 信 を 行 い ま す 。」 と 記 載 し た 。  

 

次 の ペ ー ジ（ 109 ペ ー ジ ）に つ い て 。「 8 子 ど も の 貧 困 対 策 に 関 す る 各

種 取 り 組 み 」 で あ る 、 前 回 ま で は 空 欄 だ っ た が 、 各 項 目 別 に 取 り 組 み を

入 れ 込 ん で い る 。 こ ち ら に つ い て は 、 既 に 実 施 し て い る も の の ほ か 、 本

委 員 会 で の ご 意 見 や 市 役 所 内 で の 意 見 照 会 な ど を 基 に 、 検 討 が 必 要 と し

た も の に つ い て も 掲 載 し て い る 。  

そ の 他 、 文 言 の 修 正 や グ ラ フ の 修 正 な ど も 適 宜 反 映 し て い る が 、 主 な 修

正 点 の 説 明 は 以 上 で あ る 。  

 

（ 委 員 長 ）  

「 第 2 期 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に つ い て 」 に 対 す る ご 意 見 ・ ご 質

問 等 あ る か 。  

 

（ 委 員 ）  

⚫  利 用 者 支 援 事 業 と 拠 点 事 業 の 違 い を ご 教 示 い た だ き た い 。  

→ （ 事 務 局 ）  

地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 と は 、 乳 児 又 は 幼 児 及 び そ の 保 護 者 が 相 互 の

交 流 を 行 う 場 所 を 開 設 し 、 子 育 て に つ い て の 相 談 、 情 報 の 提 供 、 助 言 そ

の 他 の 援 助 を 行 う 事 業 の こ と で あ る 。  

 利 用 者 支 援 事 業 と は 、 教 育 や 保 育 施 設 に 関 す る 悩 み に 対 し て 、 医 療 、

福 祉 な ど 関 係 機 関 と 連 携 し て 保 護 者 や 子 ど も を サ ポ ー ト す る の が 大 き な

役 割 で あ る 。 専 門 職 員 が 利 用 者 と 一 緒 に 考 え 、 必 要 な 正 し い 情 報 を 提 供

し 、 利 用 で き る 適 切 な サ ー ビ ス や 支 援 機 関 を 紹 介 す る こ と を 目 的 と し た

事 業 で あ る 。  
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⚫  P82 に つ い て 、 SNS を 使 っ て 情 報 発 信 を 追 記 さ れ た い 。  

→ （ 事 務 局 ） 佐 倉 市 で は Ｓ Ｎ Ｓ を 活 用 し た 情 報 発 信 に 努 め て い る と こ ろ

で あ る 。特 に LINE に つ い て は 、子 育 て 支 援 に 関 す る 情 報 が 主 と な っ て

お り 、 自 身 が 欲 し い 情 報 に ア ク セ ス し や す い 状 況 を 整 備 し て い る と こ

ろ で あ る 。 今 後 も SNS を 活 用 し た 情 報 発 信 に 努 め て い く 。  

 

⚫  学 習 支 援 に つ い て 、本 当 に 大 切 で あ り 、ぜ ひ 実 行 い た だ き た い 。子 ど

も の プ ラ イ ド を 傷 つ け な い よ う に 配 慮 し た 支 援 は 必 要 で あ る と 感 じ

る 。  

→ （ 事 務 局 ） 社 会 福 祉 協 議 会 に て 学 習 支 援 を 行 っ て お り 、 ホ ー ム ペ ー ジ

等 を 通 じ て 情 報 提 供 を 行 っ て い る と こ ろ で あ る 。今 後 、国 に お い て も 、

学 習 支 援 含 め て 子 ど も の 居 場 所 づ く り に 力 を 注 い で い く こ と が 見 込 ま

れ る こ と か ら 、国 の 動 向 等 を 鑑 み な が ら 、当 市 で も 周 知 等 努 め て い く 。 

 

（ 委 員 ）  

⚫  子 ど も の 貧 困 対 策 に つ い て 、「 重 点 」 が 示 さ れ た こ と は と て も 良 い と

感 じ る 。  

 

（ 委 員 ）  

⚫  （ ｐ 106） 生 活 困 窮 者 自 立 支 援 プ ラ ン と は 、 具 体 的 に ど の よ う な 内 容

で あ る か 。  

→ （ 事 務 局 ） 支 援 員 が 相 談 を 受 け て 、 ど の よ う な 支 援 が 必 要 か を 相 談 者

と 一 緒 に 考 え 、 具 体 的 な 支 援 プ ラ ン を 作 成 し 、 寄 り 添 い な が ら 自 立 に

向 け た 支 援 を 行 う 事 業 で あ る 。当 該 事 業 は 社 会 福 祉 協 議 会 に 委 託 を し 、

実 施 し て い る 。 個 々 の 事 情 に 応 じ て 、 ど の よ う な 支 援 が 適 当 で あ る か

と い う こ と を 、 毎 月 会 議 を 実 施 し て い く 中 で 関 係 課 が 集 ま り 検 討 し て

い る 。  

 

（ 委 員 ）  

⚫  支 援 の 内 容 と し て 、金 銭 的 支 援 や 食 料 に 関 す る 支 援 は 具 体 的 に は ど の

よ う な 支 援 を 行 う の か 。  

→ （ 事 務 局 ） 金 銭 に つ い て は 、 自 立 支 援 金 の 制 度 が あ る 。 社 会 福 祉 協 議

会 を 通 じ て 小 口 貸 付 制 度 を 活 用 し 、 生 活 の 立 て 直 し に つ い て 案 内 し て

い る 。ま た 、食 糧 支 援 に つ い て も 、社 会 福 祉 協 議 会 で 実 施 し て い る「 市

社 協 善 意 銀 行 事 業 」 が あ り 、 そ の 中 で 緊 急 に 食 料 が 必 要 な 方 に つ い て

は 、 支 援 を 行 っ て い る と い う 状 況 で あ る 。  
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（ 委 員 ）  

⚫  １ １ 月 会 議 よ り も 、 資 料 が 全 体 的 に 見 や す く な っ た 。  

⚫  シ ョ ー ト ス テ イ に つ い て 、 現 在 の 状 況 を 教 え て ほ し い 、  

→ （ 事 務 局 ） コ ロ ナ 禍 で 受 け 入 れ が で き ず 、 休 止 し て い る 状 況 で あ る 。  

 

 

（ 委 員 ）  

⚫  重 点 と し て 教 育 相 談 の 充 実 が あ げ ら れ て い る 。昨 年 か ら ス ク ー ル カ ウ

ン セ ラ ー の 方 に は 、月 に １ 回 来 て い た だ い て い る 。ス ク ー ル カ ウ ン セ

ラ ー に 繋 ぐ こ と を 学 校 が で き る と い う こ と で 、保 護 者 と 子 ど も も 安 心

で あ り 、 職 員 も 自 分 ひ と り で 抱 え 込 ま な く て 良 い と 感 じ た 。  

 

（ 委 員 ）  

⚫  貧 困 対 策 の 施 策 に 関 す る 記 載 が 見 や す く な っ た と 感 じ た 。  

⚫  シ ョ ー ト ス テ イ は 現 在 休 止 中 と の 話 が 合 っ た が 、保 育 園 で は 一 時 預 か

り 事 業 を 実 施 し て い る 。ス テ イ は で き な い が 、長 時 間 預 け る こ と が 可

能 で あ る の で 、 ぜ ひ 利 用 い た だ き た い 。  

 

（ 委 員 ）  

⚫  貧 困 に 関 す る 内 容 が と て も 分 か り や す く な っ た 。  

⚫  ｐ 76： 子 ど も 食 堂 に 関 す る「 ※ 」の 記 載 に つ い て 。記 載 内 容 の 意 味 を

ご 教 示 い た だ き た い 。  

→ （ 事 務 局 ） 子 ど も 食 堂 の 会 場 に つ い て 、 先 行 予 約 や 利 用 料 の 配 慮 な ど

側 面 か ら の 支 援 を し て い る た め こ の よ う な 表 記 と な っ て い る  

 

 

【 議 題 ２ ： 幼 稚 園 ・ 保 育 園 ・ 認 定 こ ど も 園 と 小 学 校 と の 連 携 に つ い て 】  

（ 事 務 局 ） 資 料 2 を 用 い て 説 明  

幼 稚 園 、 保 育 園 、 認 定 こ ど も 園 と 小 学 校 と の 連 携 に つ い て は 、 こ ど も

た ち が 、 小 学 校 就 学 後 も 、 家 庭 や 幼 稚 園 、 保 育 園 、 認 定 こ ど も 園 で 培 っ

た 力 を 発 揮 で き る よ う 、 幼 稚 園 等 と 小 学 校 が 連 携 す る こ と で 、 子 ど も の

育 ち と 学 び を つ な ぎ 、 意 欲 的 に 小 学 校 生 活 を 送 る こ と が で き る 環 境 を つ

く る た め 、 第 ２ 期 佐 倉 市 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 計 画 に 重 点 事 業 と し て

掲 げ 、 令 和 2 年 度 か ら 取 り 組 ん で い る と こ ろ で あ る 。  

令 和 4 年 度 は 、 根 郷 小 学 校 と 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 の 佐 倉 く る み 幼

稚 園 と の 間 で 連 携 協 定 を 締 結 す る 予 定 で あ る 。 根 郷 小 学 校 と 佐 倉 く る み

幼 稚 園 の 位 置 関 係 と し ま し て は 、 資 料 の 地 図 の と お り で あ る 。  
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進 捗 状 況 と し て は 、 本 年 7 月 6 日 に は 、 佐 倉 市 ・ 根 郷 小 学 校 ・ 佐 倉 く

る み 幼 稚 園 の ３ 者 で 打 合 せ を 実 施 し た 。 そ の 後 、 両 者 で 打 合 せ を 重 ね て

い た だ き 、現 在 、協 定 締 結 に 向 け て 、最 終 段 階 と の こ と で あ る 。ま た 、協

定 の 締 結 式 は 、来 年 1 月 11 日 に 執 り 行 う こ と を 予 定 し て い る 。次 回 、第

7 回 の 会 議 で も 報 告 す る 。  

 説 明 に つ い て は 以 上 で あ る 。  

 

 

（ 委 員 長 ）  

「 議 題 2：幼 稚 園・保 育 園・認 定 こ ど も 園 と 小 学 校 と の 連 携 」に 対 す る ご

意 見 ・ ご 質 問 等 あ る か 。  

 

（ 委 員 長 ）  

⚫  協 定 に つ い て 、締 結 で 終 わ る の か 、園 と 小 学 校 で 実 施 内 容 や 成 果 、課

題 は 市 で 把 握 し て い る か 。  

→ （ 事 務 局 ） コ ロ ナ ウ イ ル ス の 影 響 も あ り 大 き な 成 果 は な い が 、 小 学 校

の 体 育 館 で 運 動 会 し た り 、 散 歩 で 小 学 校 へ 行 っ た り と 交 流 を 深 め て い

る 。 ま た 、 小 学 校 1 年 生 の 歌 声 発 表 会 の 練 習 を 園 児 が 見 学 す る 予 定 で

あ る と 伺 っ て い る 。 課 題 を 発 見 す る に 至 っ て は い な い が 、 今 後 も 取 り

組 み を 推 進 し て い き た い と 考 え て い る 。  

→ （ 委 員 長 ） 経 過 報 告 を 今 後 も お 願 い し た い 。  

 

 

【 議 題 3： そ の 他 】  

（ 事 務 局 ）  

１  不 適 切 保 育 の 対 応 に つ い て  

報 道 が あ っ た と お り 、 静 岡 県 裾 野 市 の 私 立 保 育 園 で 園 児 に 暴 行 を 加 え

た と し て 元 保 育 士 ３ 人 が 逮 捕 さ れ る と い う 事 案 が 発 生 し た 。 ま た 、 こ の

ほ か に も 富 山 県 富 山 市 の 認 定 こ ど も 園 や 、 宮 城 県 仙 台 市 の 企 業 主 導 型 保

育 施 設 に お い て も 不 適 切 な 保 育 が 行 わ れ て い た と い う 事 案 が 発 生 す る な

ど 、 全 国 で 同 様 の 事 案 が 相 次 い で い る 。  

こ う し た こ と か ら 、 市 で は 、 国 か ら の 依 頼 を 受 け 、 不 適 切 な 保 育 の 未

然 防 止 や 、 自 治 体 や 保 育 施 設 の 対 応 を ま と め た 手 引 を 、 市 内 保 育 施 設 等

に 再 周 知 し ま し た の で 、 報 告 す る 。  

ま た 、 加 藤 厚 生 労 働 相 が 、 全 国 の 保 育 所 で の 不 適 切 行 為 や 自 治 体 の 対

応 に 関 す る 実 態 調 査 を 検 討 す る と 表 明 し た と の 報 道 も あ り ま し た の で 、

引 き 続 き 、国 の 動 向 を 注 視 し 、市 内 の 保 育 園 、認 定 こ ど も 園 等 に お い て 、

同 様 の 事 案 が 発 生 し な い よ う 努 め て い く 。  
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２  給 食 費 の 補 助 に つ い て  

こ の 度 、 佐 倉 市 で は 、 物 価 高 騰 の 影 響 を 受 け て い る 子 育 て 世 帯 の 経 済

的 負 担 を 軽 減 す る た め 、 佐 倉 市 立 幼 稚 園 、 小 ・ 中 学 校 に 在 籍 す る 園 児 、

児 童 、 生 徒 、 及 び 、 民 間 保 育 園 等 に 在 籍 し て い る 園 児 の 給 食 費 を 補 助 す

る 事 業 を 開 始 す る 。  

補 助 の 対 象 は 、 令 和 ５ 年 １ 月 か ら ３ 月 分 の 給 食 費 で 、 そ の 間 の 給 食 費

が 実 質 無 償 化 す る よ う 補 助 を 実 施 す る 。  

ま た 、 例 え ば ア レ ル ギ ー 等 の 理 由 で 、 給 食 の 提 供 を 受 け ず 、 弁 当 を 持 参

し て い る 子 ど も に つ い て も 給 食 費 相 当 額 を 補 助 す る こ と と し て い る 。  

 

 

（ 委 員 長 ）  

「 議 題 3： そ の 他 」 に 対 す る ご 意 見 ・ ご 質 問 等 あ る か 。  

 

（ 委 員 長 ）  

⚫  保 育 士 の 資 質 と い う の は 研 修 が 第 一 と な る と 思 う 。  

⚫  感 情 を 理 性 で コ ン ト ロ ー ル で き る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

（ 副 委 員 長 ）  

⚫  （ ｐ 54）「 放 課 後 子 供 教 室 と の 一 体 整 備 」 に つ い て 、 今 計 画 期 間 は 学

童 保 育 所 優 先 と あ る が 、近 い 将 来 は 放 課 後 子 供 教 室 も 一 体 と な る の か  

→（ 事 務 局 ）今 回 学 童 の 担 当 が 出 席 し て い な い た め 、1/13 の 会 議 で 回 答

す る 。  

 

⚫  （ ｐ 25）調 査 の 選 択 肢 が 少 な い も の や 、そ の 他 と し て 一 括 り に す る の

は 、 選 択 肢 と し て 強 引 な も の が あ る 。  

→（ 事 務 局 ）当 該 項 目 に つ い て は 、第 二 期 計 画 の 策 定 時 に 実 施 し た ニ

ー ズ 調 査 の 内 容 を 記 載 し て い る 。 今 回 の 中 間 見 直 し で は 手 を 加 え ず 、

次 期 計 画 の 策 定 時 に 参 考 と さ せ て い た だ く 。  

 

（ 委 員 ）  

⚫  不 適 切 保 育 に つ い て 、子 ど も の 権 利 を 侵 害 す る よ う な こ と は あ っ て は

な ら な い が 、 保 育 士 の 負 担 が 過 重 労 働 と な っ て い な い か 。  

→ （ 本 間 委 員 ） 保 育 士 の 責 任 や 仕 事 量 は 少 な く な い が 、 み ん な 夢 を 持 っ

て 取 り 組 ん で い る 。 仕 事 の 内 容 に 関 係 な く 、 頑 張 り す ぎ て い る 現 状 は あ

る 。 配 置 基 準 を 拡 充 し た 方 が よ い の で は と い う こ と も あ る が 、 費 用 が か

か り 、 難 し い 。 今 回 の こ と は 園 長 の 責 任 で し か な い と 感 じ て い る 。  

職 員 か ら 今 回 の 事 案 に 対 す る 声 が あ っ た と き に は す べ き こ と が あ っ た

し 、 職 員 間 の 連 携 や 悩 み を 共 有 す る こ と が 大 切 で あ る 。  
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出 産 等 で 一 度 離 れ る と ま た 復 職 で き る か と 不 安 に な り 、 辞 め る 人 が 多

い 。 こ の よ う な 中 で は 、 施 設 長 の 資 質 を 高 め る 施 策 が 必 要 な の で は な い

か 。  

 

（ 事 務 局 よ り 連 絡 事 項 ）  

次 回 の 子 育 て 支 援 推 進 委 員 会 は 、年 明 け 、 1 月 13 日（ 金 ）の 13:15 か ら

と な る 。 場 所 は 、 本 日 と は 別 の 会 場 、 議 会 棟 第 3 委 員 会 室 で 開 催 す る 。  

 

閉 会  

 


